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24時間週７日経済（24/7 Economy）と労働

24時間週７日経済（Presser 2005)の背景

• サービス化・IT化・グローバル化の進展

• 各種の規制緩和

24時間週７日経済における労働

• シフト勤務、早朝・深夜勤務、週末勤務、オン・コール勤務

• 何時間働くか？

• 「いつ（何時に）」働くか？
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非典型時間帯就労
Nonstandard Work Schedules: NSWS

“Unsocial”な時間帯

• 多くの研究では、典型的な月～金、9時～5時の範疇に入ら
ない時間帯や曜日に働く場合を指す

• どのくらいの規模でNSWSは広がっているのか？

US* 全雇用者の18％は日中以外の時間帯に就労（18歳未満の子
のいる雇用者の30％は何らかの週末勤務)（2004年）

EU29カ国** 労働者の39％が頻繁な日中以外の時間の勤務、頻
繁なローテーション勤務、週末勤務をしている（2005～2015
年）

日本*** 雇用者の5割が日中以外の時間帯にも働き、4割が週末
にも働いている（2019年）

* Mcmenamin（2007）、** Han et al.(2021)、*** 大石（2022）
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時間帯になぜ注目するのか

労働者の生活に影響を及ぼすメカニズム

Bolino, M. C., Kelemen, T. K., & Matthews, S. H. (2021). Working 9‐to‐5? A review of research 
on nonstandard work schedules. Journal of Organizational Behavior, 42(2), 188-211.

非典型時間帯就労

仕事への影響

健康への
影響

家庭への影響

個人属性

仕事属性 勤務条件
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時間帯になぜ注目するのか（続）

労働者の身体的・精神的健康に影響
Arlinghaus et al. 2019; Bolono et al. 2018; 

Moreno et al. 2019; Cho 2018

労働者のワーク・ライフ・コンフリクトに影響
夫婦間の葛藤や離婚率（Perry-Jenkins et al. 2007)

結婚の「質」（Maume and Sebastian 2012)

ペアレンティングや子どもへの影響
子どもにきつく（harsh）あたる（Grzywacz et al. 2011)

問題行動（Strazdins et al. 2004, 2006; Han 2008)

メンタルヘルス（Han and Miller 2009)

学力（Han 2005; Han and Fox 2011)

肥満（Miller and Han 2008; Champion 2012; Kachi et al. 2021)

ネガティブな影響はひとり親世帯により強く現れる
Dockery et al. 2009; Han 2008
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労働者の健康と
ワーク・ライフ・コンフリクトへの影響

非典型時間帯就労の有無別
ワーク・ライフ・コンフリクト指標

非典型時間帯就労の有無別・男女別
メンタルヘルス指標（K6）

（注）労働政策研究・研修機構「職業と生活に関する調査」（2019年10～11月実施）回答者のうち調査時点での雇用者
（25～64歳男女）3476人（男性1680人、女性1796人）について。「非典型時間帯就労あり」は、就労時間が日中以外の時
間帯に及ぶ場合や週末勤務がある場合を指す。左図はカーネル密度推定の結果。
（出所）大石（2022）
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母親の非典型時間帯就労と
子どもと過ごす時間

（注）対象は18歳未満の未婚の子がいる母親で調査時点（2012年11～12月）に就労している者（二親世帯の母
親968人、母子世帯の母親527人）。子の祖父母と同居の場合も含む。
（資料）労働政策研究・研修機構「子どものいる世帯の生活状況および保護者の就業に関する調査2012（第2回
子育て世帯全国調査）」JILPTシリーズNo.109 , 2013年4月より大石作成。
（出所）大石（2015）
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母親の非典型時間帯就労と
1週間のうち子どもと一緒に夕食をとる日数

（注）対象は18歳未満の未婚の子がいる母親で調査時点（2012年11～12月）に就労している者（二親世帯の母
親968人、母子世帯の母親527人）。子の祖父母と同居の場合も含む。
（資料）労働政策研究・研修機構「子どものいる世帯の生活状況および保護者の就業に関する調査2012（第2回
子育て世帯全国調査）」JILPTシリーズNo.109 , 2013年4月より大石作成。
（出所）大石（2015）
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父母の帰宅時間の分布（10歳、12歳時点）

（注）厚生労働省「21世紀出生児縦断調査（平成13年出生児）」による集計結果。対象は単胎児、二親世帯の
子ども（祖父母同居を含む）、第1回調査で父親の就業時間が週30時間以上で、分析に用いた変数に欠値がない
子ども21216人。なお、対象父親の15％については帰宅時間が不詳。
（出所）Oishi (2024)
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母の帰宅時間別、10歳児の平均生活時間

（注）厚生労働省「21世紀出生児縦断調査（平成13年出生児）」による集計結果。対象は単胎児、二親世帯の
子ども（祖父母同居を含む）、第1回調査で父親の就業時間が週30時間以上で、分析に用いた変数に欠値がない
子ども21216人。
（出所）Oishi (2024)
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母の非典型時間帯就労と子どもの過体重

（注）厚生労働省「21世紀出生児縦断調査（平成13年出生児）」による集計結果。対象は単胎児、二
親世帯の子ども（祖父母同居を含む）、第1回調査で父親の就業時間が週30時間以上で、分析に用いた
変数に欠値がない子ども22525人。過体重はRohrer Index 145 以上。
（出所）Oishi (2023)
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まとめと展望

非典型時間帯就労は、日本においても
✓労働者の身体的・精神的健康
✓労働者のワーク・ライフ・コンフリクト

✓ペアレンティングや子どもの生活時間・健康に影響し、

✓ひとり親世帯においてより影響が大きい

24/7経済化が不可逆な現代社会で非典型時間帯就労を
なくす・禁止することはおそらく不可能（であるし望
ましい施策ともいえない）

➡ では、なにがなされるべきなのか？
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まとめと展望（続）

厚生労働政策に時間帯の概念を導入する
• 労働時間の総量だけではなく、時間帯に着目する
• 労働者だけでなく、子どもを含む家族の健康・ウェル

ビーイングに関わる問題

• ワーク・ライフ・バランス実現には特定の時間帯が重要
であることを認識する

• 定時帰りの推進（⇔定時に帰りたければ短時間勤務を選
択せざるを得ない現状）

• 男性育休だけでなく男性定時帰りが重要

不利な状況にある家庭への支援の充実
• 母子世帯の経済的自立の追求が子どもに及ぼす影響
• 時間と所得のトレード・オフを緩和する支援が必要
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